
あなたの身近にいるけど、土の中なので人々の目に止まらないミミズ。冬も湿潤な日本海側はミミズに優しい環境と考えられ、もしかしたら特徴的な
ミミズの様子があることがわかってきました。ミミズの採集方法や分類手法を中心に、ミミズ研究談話会の専門家に２日間ご指導いただきます。

企画教員 角田智詞 ／ 生物資源学部 准教授

対象者 高校生・大学生・一般・専門分野関係者

講座形式 対面

定員

会場

定 員：30 名程度・先着順

会 場：福井市自然史博物館

第１回
講義「ミミズ学への招待・環形動物の系統とミミズ分類の基礎」
実習「ミミズの野外採集法および固定法」

日時：9月 5日(土) 13：30 ～ 16：50
講師：南谷幸雄 ／ 栃木県立学物館・学芸員

伊藤雅道 ／ 駿河台大学・教授
伊木思海 ／ 愛知県

第２回 実習「日本産フトミミズ科普通種の種同定」

日時：9月 6日(日) 9：40 ～ 15：00
講師：南谷幸雄 ／ 栃木県立学物館・学芸員

伊藤雅道 ／ 駿河台大学・教授
伊木思海 ／ 愛知県

受講に関しての注意事項
・爽やかな顔でミミズを素手で触れられる方のみご参加ください。
・参加費（テキスト代・試薬消耗品代を含む２日分の費用）は、一般4000円、学生1000円で当日受付で徴収します。
・本講座は、原則として２日間連続で受講していただきます。
・昼食は各自ご持参ください。
・主催はミミズ研究談話会で、福井市自然史博物館と福井県立大学との共催です。独立行政法人環境再生保全機構・環境研究総合推進費（体系的番号

JPMEERF20254M06）による国民との科学・技術対話の一環として開催します。

ミミズ同定実習@福井
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